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目 的　　 産 業 の 近 代 化 過 程 に と も な い、 都 心 部 が 空 洞 化 し て い く 傾 向 が み ら れ る が、 京

都 で は 依 然 と し て 都 心 部 に 「 生 活 」 が 残 存 し、 都 心 部 で　1 0 0年 以 上 営 業 し て い る 老 舗 も 多

い。 こ れ ま で 老 舗 の 継 承 は 家 族 が 中 心 で 多 く が 職 住 一 致 で あ っ た が、 近 年 の 家 族 形 態 や 職

住 関 係 の 変 化 に と も な っ て 継 承 の パ タ ー ン に も 変 化 が 生 じ て い る と 考 え ら れ る。　そ こ で、

現 在 の 京 老 舗 に お け る 職 住 関 係、 家 族 形 態、 家 族 の 事 業 へ の 参 加 度 と、 後 継 者 の 有 無 と の

関 連 か ら、 老 舗 に お け る 維 持 ・ 継 承 パ タ ー ン を 明 ら か に し、 都 心 で 居 住 し て い く た め の 新

し い 居 住 ス タ イ ル の あ り 方 に つ い て 考 察 す る。

方 法　　 京 都 府 が、 昭 和 Ｈ 年、 お よ び 昭 和60 年 か ら 平 成 ３年 ま で 行 っ た 「 老 舗 表 彰 」 を

う け た □40 の 老 舗 の う ち、 都 心 ４区 （ 上 京 ・ 中 京 ・ 下 京 ・ 東 山 区 ） に 位 置 す る8  2 2軒 を 対 象

と し て、 訪 問 留 置 法 に よ る ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た。　調 査 期 間 は19  9 1年1  1月2  5日 ～1  2月

2 0 日、 営 業 を 継 続 し て い た70  1軒 の う ち 回 答 か あ っ た の は6  3 9軒、 有 効 回 答 率 は8  9.9 ％ で あ

っ た。

結 果　　 事 業 所 が 木 造 の 町 家5  8.5 ％、 個 人 経 営4  2.1 ％、 職 住 一 致68.9 ％、 後 継 者 が あ る

6 4.5 ％ の う ち 長 男 が 後 継 者 で あ る の は68.5 ％ で、 半 数 程 度 は 伝 統 的 な 経 営 形 態 で あ り、 家

族 で の 継 承 希 望 は7  1 .  1 ％ で、 経 営 者 世 代 で は 伝 統 的 パ タ ー ン が 根 強 い。 子 世 代 の 就 業 か な

い59.7 ％、 子 の 就 業 の 有 無 と 職 住 関 係 や 家 族 形 態 は 無 関 係 で、 子 世 代 は 伝 統 的 パ タ ー ン を

踏 襲 せ ず、 職 業 を 切 り 離 し て 考 え て お り、 老 舗 の 継 承 に お け る 家 族 の 機 能 は 変 化 し て い る。

＊ 本 研 究 は、 京 都 大 学 工 学 部 三 村 研 究 室 と 共 同 で 行 っ た も の で あ る。
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漁 業 世 帯 に お け る 生 活 様 式 の 世 代 継 承 に つ い て

一 香 川 県 庵 治 町 の 妻 の 意 識 か ら 一

香 川 大 教 育　 ○ 上 玉 啓 子 時 岡 晴 美

＜ 目 的 ＞ 庵 治 町 は ． 香 川 県 の 北 東 に 位 置 し 、 瀬 戸 内 海 に 突 き 出 た 半 島 で 、 大 正 末 期 よ り

下 有 数 の 漁 業 の 町 で あ る ． し か し 、 庵 治 石 で 有 名 な 石 材 工 業 の 隆 盛(19  5 5 年 頃 よ り ）,

光 ・ レ ジ ャ ー 開 発(19  7 5 年 頃 よ り ） ． 瀬 戸 大 橋 開 通 （19  8 8 年 ） に よ る 好 景 気 の 中 で 、 漁

継 承 に も 変 化 が お ぎ て い る ． そ こ で 、 本 報 告 で は 、 伝 統 的 生 活 様 式 の 中 で の 魚 家 の 妻 に

目 し て ． 世 代 別 役 割 や 意 識 の 変 化 に つ い て 明 ら か に し ． 生 活 様 式 と の 関 係 を み る ．

＜ 方 法 ＞ 庵 治 漁 業 協 同 組 合 会 員 世 帯 の 既 婚 の 全 女 性　2  4 1 名 を 対 象 に. 配 票 留 置 法 に よ る

ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た ． 調 査 項 目 ＼t , 住 ま い 方 ． 就 労 形 態 、 生 活 時 間. 家 庭 内 役 割 な

で あ る ． 調 査 日 は19  9 1 年1  1 月3  0 日 で ． 対 象 者 に は 前 も っ て 調 査 項 目 の 説 明 を 受 け た 調 査

が 配 布 し.    1 週 間 後 回 収 し た ． 回 答 数 は　18  3    （ 回 答 率　7 6 . 9 ≪ ) で あ っ た ． 対 象 者 の 平 均

齢 は4  9.2 歳 、 約　６割 の 妻 が 親 又 は 子 家 族 と 同 居 し,3.5 割 が 核 家 族 で あ る ．

＜ 結 果 ＞ 夫 の 親 と の 理 想 的 住 ま い 方 と し て 、 「 ず っ と 同 居 」(  3 8 . 8 ≪ )  、「 近 居 」（30.6!!!),

人 の 親 と は ． 「 近 居 」（4  7 . 0 j;）、r ず っ と 同 居 」 （21.98; ）で あ り 、 拡 大 家 族 の 妻 は 核 家 族

妻 よ り 親 と の 同 居 志 向 が 高 い ． 就 労 に つ い て は 、 現 在 、　８割 以 上 の 夫 が 、 漁 業 に 従 事 し

い る が ． 妻 は　５割 近 く が 専 業 主 婦 で あ り 、 漁 業 に 従 事 し て い る の は 約　２割 で あ る ． 理 想

就 労 形 態 はr 夫 勤 め 人 ． 妻 専 業 主 婦 」 が 最 も 多 く（3  ≫l 以 上 ）、特 に 若 妻 層 で 多 い ． 両 親

漁 業 従 事 者 で あ っ た 妻 、 拡 大 家 族 の 姑 屠 で 漁 業 継 承 希 望 が 高 い か, 拡 大 家 族 の 嫁 や, 核

族 の 妻 で は 低 く な る ． 家 計 を 世 代 毎 に ． 完 全 に 分 離 し て い る 世 帯 は な い が ． 支 出 費 目 で

部 分 的 に 世 代 分 離 が み ら れ る ．
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